
天
皇
家
と
南
越
前
町
（
六
）

製
塩

　

塩
は
米
・
絹
と
共
に
「
租
税
の
三
白
」
だ
っ

た
り
、
大
飢
饉
で
も
塩
が
あ
れ
ば
生
き
延
び

る
と
い
わ
れ
て
き
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。

①
塩
と
日
本
人

　

約
四
十
五
億
年
前
に
灼
熱
の
地
球
が
誕
生
。

少
し
ず
つ
冷
え
て
表
面
に
地
殻
を
形
成
。
内

側
の
マ
グ
マ
が
噴
出
（
火
山
）
し
て
大
量
の

水
分
（
水
蒸
気
）
を
放
出
。
こ
れ
が
冷
却
さ
れ

て
雲
と
な
り
大
量
の
雨
を
降
ら
せ
、
四
十
億

年
前
に
は
淡
水
の
海
が
で
き
た
。
長
年
に
わ

た
っ
て
降
る
雨
は
岩
石
成
分
を
溶
解
し
て
流

れ
、
三
十
億
年
前
に
は
現
在
の
１
／
10
位
の

塩
分
濃
度
の
海
と
な
り
単
細
胞
生
物
が
出
現
。

更
に
海
水
の
塩
分
濃
縮
が
進
ん
で
六
億
年
前

に
は
現
在
の
１
／
３
（
約
１
％
）
の
濃
度
と

な
り
、
多
細
胞
生
物
も
出
現
。
更
に
三
億
年

位
前
に
は
、
多
細
胞
動
物
が
少
量
の
海
水
を

体
内
に
取
り
込
み
循
環
さ
せ
て
（
血
液
）
細

胞
を
浸
す
こ
と
で
陸
上
動
物
に
進
化
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
従
っ
て
私
達
地
球
動
物
は
、

血
液
を
古
生
代
の
海
水
と
同
じ
１
％
の
塩
分

濃
度
に
保
つ―

即
ち
、
水
と
塩
分
は
栄
養
で

は
な
く
、
体
内
の
す
べ
て
の
細
胞
を
生
か
す

環
境
づ
く
り
の
た
め
の
必
須
物
質
な
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
肉
食
動
物
（
肉
を
主
食
と
す

る
白
人
を
含
め
て
）
は
、
肉
に
含
ま
れ
て
い

る
血
液
成
分
か
ら
塩
分
を
摂
取
し
、
草
食
性

動
物
は
土
や
泥
、
更
に
は
肉
食
動
物
の
尿
な

ど
か
ら
塩
分
を
摂
取
す
る
。
草
食
性
（
穀
物

や
野
菜
）
の
黄
色
人
種
で
あ
る
が
、
大
陸
で

は
岩
塩
か
ら
、
島
国
で
あ
る
日
本
人
は
海
水

か
ら
の
塩
分
（
海
塩
）
を
摂
取
し
て
き
た
。

私
達
は
穀
物
や
野
菜
を
主
食
と
し
て
き
た

が
、
こ
れ
ら
に
は
殆
ど
塩
分
が
含
ま
れ
ず
、

む
し
ろ
動
物
に
と
っ
て
有
害
な
Ｋ
（
カ
リ
ウ

ム
）
が
多
い
。
こ
の
Ｋ
を
無
害
化
す
る
た
め

に
も
塩
分
が
必
要
と
な
る
。
Ｋ
の
多
い
ジ
ャ

ガ
イ
モ
に
塩
を
ふ
り
か
け
て
食
べ
る
の
は
合

理
的
で
あ
る
。
こ
の
Ｋ
を
な
く
す
塩
は
岩
塩

よ
り
微
量
成
分
の
多
い
海
塩
の
方
が
良
い
。

　

平
成
九
年
の
法
改
正
で
日
本
で
の
製
塩
も

認
可
さ
れ
、
先
日
、
四
国
で
の
温
室
利
用
の

自
然
海
水
製
塩
が
報
道
さ
れ
た
。

②
継
体
天
皇
と
敦
賀
地
方
の
塩

　

大
谷
浦
・
大
良
浦
な
ど
敦
賀
東
浦
か
ら
の

塩
が
気
比
神
宮
に
献
上
さ
れ
た
こ
と
は
、
前

号
の
「
養
蚕
」
で
も
書
い
た
が
、
こ
の
地
方

の
塩
は
天
皇
家
と
も
関
係
が
あ
る
。

　
「
日
本
書
紀
」
の
武
烈
天
皇
（
継
体
天
皇

の
先
代
）
の
条
に
「
権
勢
を
ほ
し
い
ま
ま
に

し
た
大オ

オ
オ
ミ
ヘ
グ
リ
ノ
マ
ト
リ

臣
平
群
真
鳥
が
、
大オ

オ
ト
モ
ノ
カ
ナ
ム
ラ

友
金
村
（
継
体

天
皇
に
上
洛
し
て
即
位
す
る
よ
う
頼
み
に
越

前
ま
で
来
た
使
者
頭
）
に
一
族
諸
共
殺
さ
れ

る
が
、
死
ぬ
前
に
日
本
の
あ
ら
ゆ
る
塩
に
呪

い
を
か
け
て
天
皇
の
食
料
に
な
ら
な
い
よ
う

に
し
た
。
た
だ
角
鹿
（
敦
賀
）
津
の
塩
だ
け

呪
い
を
か
け
忘
れ
た
の
で
敦
賀
の
塩
は
継
体

天
皇
以
降
の
天
皇
家
の
食
用
と
な
り
、
そ
の

他
の
塩
は
天
皇
家
の
忌
み
た
ま
う
所
と
な
っ

た
」
と
あ
る
。
古
事
記
や
日
本
書
紀
は
神
話

的
要
素
も
あ
る
の
で
、
こ
の
話
の
真
偽
は
定

か
で
は
な
い
が
、
継
体
天
皇
が
越
前
時
代
か

ら
敦
賀
の
塩
を
愛
用
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば

う
な
ず
け
る
。
で
は
、
敦
賀
地
方
の
塩
を
越

前
内
陸
部
の
天
皇
に
運
ん
だ
道
は
？

③
塩
の
道
・
ま
ぼ
ろ
し
の
北
陸
道

　

古
代
大
和
と
越
の
国
を
結
ぶ
道
で
あ
る
が
、

こ
の
時
代
旅
を
し
た
の
は
豪
族
か
役
人
、
又
は

米
な
ど
の
荷
物
を
運
ぶ
人
達
と
考
え
ら
れ
る
の

で
、
で
き
る
だ
け
舟
を
利
用
し
た
と
推
測
す
る
。

琵
琶
湖
を
舟
で
北
上
し
湖
北
か
ら
陸
路
敦
賀
へ
、

こ
こ
か
ら
再
び
舟
で
東
浦
海
岸
沿
い
を
北
上
し
、

大
比
田
浦
あ
た
り
で
下
舟
、
山
道
を
山
中
峠
〜

菅
谷
〜
菅
谷
峠（
又
は
大
谷
浦
か
大
良
浦
で
下

舟
し
て
直
接
菅
谷
峠
へ
）〜
大
塩（
国
兼
町
）へ
。

　

ま
た
、
継
体
天
皇
を
中
心
に
考
え
れ
ば
、

菅
谷
峠
か
ら
真
東
の
谷
に
降
り
奥
野
々
〜
淑サ

ワ

羅ア
ミ

（
鯖
波
）〜
牧
谷
峠
〜
阿
味
（
味
真
野
・

鞍
谷
御
所
）
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
道
が
海
岸

か
ら
越
前
中
心
部
へ
の
最
短
道
と
な
り
、
一

番
古
い
北
陸
道
で
も
あ
る
。
こ
の
道
を
利
用

し
て
、
大
良
か
ら
五
幡
（
敦
賀
）
で
つ
く
ら

れ
た
塩
が
送
ら
れ
た
と
推
理
す
る
。
先
年
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
も
「
塩
の
道
・
ま
ぼ
ろ
し
の

北
陸
道
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
。
こ
の
道
に

は
、
鹿
蒜
の
よ
う
な
駅
が
な
か
っ
た
の
で
、

後
に
北
陸
官
道
と
な
ら
な
か
っ
た
。

④
南
越
前
町
の
製
塩

　

日
本
各
地
で
は
、
縄
文
後
期
か
ら
土
器
鍋

で
海
水
を
煮
つ
め
る
製
塩
法
が
始
ま
る
。
古

代
の
大
谷
浦
・
大
良
浦
で
も
こ
の
方
法
だ
っ

た
が
、
塩
木
（
海
水
を
煮
つ
め
る
薪
）
不
足

か
ら
争
い
が
多
か
っ
た
。
ま
た
大
谷
に
は
製

塩
し
て
大
塩
に
送
っ
た
と
い
う
天
平
元
年

（
七
五
六
年
）
の
記
録
が
あ
る
（
当
町
最
古

の
古
文
書
）。
中
世
か
ら
江
戸
時
代
の
古
文

書
（
大
谷
〜
甲
楽
城
）
に
塩
田
（
塩
畑
・
塩

床
・
塩
浜
と
も
）
と
書
か
れ
た
古
文
書
が
多

数
あ
り
、
海
水
を
天
日
で
濃
縮
し
て
薪
の
節

約
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
良
に
は
塩
の
専

売
権
が
認
め
ら
れ
た
塩
座
が
あ
り
、
そ
の
売

渡
証
文
も
六
点
残
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
大

良
は
砂
浜
も
広
く
大
き
な
塩
田
も
あ
っ
た
ら

し
い
が
、
江
戸
時
代
中
期
頃
か
ら
甲
楽
城
断

層
の
沈
下
が
起
こ
り
、
大
谷
区
も
含
め
て
砂

浜
が
縮
小
し
た
。
敦
賀
市
史
に
は
、
元
比
田

浦
な
ど
の
当
時
の
正
確
な
塩
田
絵
図
が
十
七

枚
記
さ
れ
て
い
る
が
河
野
地
区
に
は
残
さ
れ

て
い
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。

　

以
上
、
南
越
前
町
と
天
皇
家
に
つ
い
て
書
い

て
み
た
が
、
我
田
引
水
・
独
断
と
偏
見
が
多
い

文
と
な
っ
た
よ
う
だ
。
門
外
漢
が
書
い
た
も
の

と
し
て
お
許
し
く
だ
さ
い
。
町
民
の
皆
様
か
ら

の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

三
年
後
の
全
国
植
樹
祭
が
福
井
県
と
決
定

し
ま
し
た
が
、
天
皇
家
と
関
係
の
深
い
南
越

前
町
へ
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
す
る
こ

と
を
夢
見
な
が
ら
ペ
ン
を
お
き
ま
す
。

増
澤 

善
和
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